	環境保全のために身近なことから始めてみましょう！


1 　冷房は二十八℃、暖房は
二〇℃への温度調節を
冷房の設定温度を一℃高く、
[image: image1.wmf]暖房は設定温度を一℃低くする
ことで電気の使用量を抑えるだ
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[image: image3.wmf]けでなく、二酸化炭素の削減効
果もあります。

　また、夏は涼しく効率的に働くことができるビジネススタイルの「クールビズ」、冬場は暖房に頼り過ぎず、働きやすく暖かいビジネススタイルの「ワームビズ」など着衣を調整することも有効な手段の一つです。
2 蛇口をこまめに閉めることで、節水をしましょう
お風呂で使うシャワーから出る水の量は、一分で約十㍑の量が使用されていますが、その水が蛇口から出るまでには取水や浄水化、送水などの各過程において多くのエネルギーが使われています。

[image: image4.wmf]　これがお湯だと、さらにガスや電力などが加わり、エネルギーの消費も大きくなります。
　　こまめに水（お湯）を止めることを心がけることで水の使用量を抑えることもできますが、節水用シャワーヘッドなど節水器具を利用することでさらに効果が期待できます。
③　無駄なアイドリングを無くし、排気ガスの排出を抑えよう
エンジンをかけたまま長時間停車する「アイドリング状態」
が続くと、その分必要以上に燃料が
消費されます。
また、[image: image5.wmf]排気ガスに含まれる地球温
[image: image6.wmf]暖化の要因の一つである二酸化炭素

も、不必要に排出され続けることに
ることになります。
　　車を停車する際に、一分以上かか
る場合はエンジンをオフにするよう
に心がけましょう。

「アイドリング　ストップ！」は、

燃料の消費を抑え、無駄な排気ガス[image: image7.bmp]
の排出も抑えることになります。
④　エコ製品を選んで購入することで、省エネを！
　　　　　　　　　　

　　冷蔵庫やテレビ、照明器具などの電化製品、仕事や日常生
活における移動手段として利用される自動車の燃料など現代

社会の多くの分野で、石油をはじめとする化石燃料が原料や
燃料として使用されています。

しかし、その化石燃料にも限りがありま
すし、近年ではその消費に伴い排出される温室効果ガスの増加といった問題もクローズアップされてきています。

最新の家電や自動車は省エネに優れたエコ製品が多くなっていますので、新たに購入する時や買い替え時には、省エネ性能のチェックも忘れずにしてみましょう。
5 必要の無いレジ袋や過剰な包装は断りましょう

レジ袋などのビニール製品も製造の
際はもちろんのこと廃棄やリサイクル
を行う際にも何らかの形でエネルギー
が使われています。
　　無料だからといって、必要以上に受
け取った結果、そのままゴミとして出
されると資源の有効利用という観点か
らは効率的とはいえないのではないで
しょうか？
同様の事例としては過剰な包装によ
る包装紙なども挙げられます。

　　買い物の際には「マイバック」を利用し、無駄な包装を断ることがゴミの減量化にもつながります。

6 コンセントからプラグを
こまめに抜いて節電を！
　　使っていない電化製品もコンセント
にプラグを差し込んだままで主電源が

切られていないと、リモコンや操作待
ちタイマー等のため「待機消費電力」
が使われ、その量は家庭の全電力使用
量の約一割を占めるといわれています。

　　使わない電化製品の主電源を切ったり、
コンセントからプラグを抜くだけで省エネ
を実行できますし、コンセントの差込口が
いくつもあるエコタップ（スイッチ付きコ
ンセント）も便利なグッズの一つです。
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